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１．事業概要 

１．１ 事業名  

 令和元年度 林野庁「中高層建築物を中心とした CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着事業

のうち CLT 建築物等の設計者等育成」 

 

１．２ 事業目的 

 CLT を活用した建築物の竣工件数は増加傾向で推移しているが、今後一層の CLT の需要拡大を進

めるためには、設計者等の実務者数を増やすことが重要である。しかしながら、これまでに開催され

てきたイベントや講習会の開催は東京や主要都市が中心であり、地方都市を拠点とする設計者等は参

加が困難であったため、全国で開催する講習会が望まれていた。そのため、本事業は CLT の需要拡

大に必要な設計者等を育成し、CLT という新たな木質建築部材への理解と、受講者が CLT を活用し

た設計に取り組むきっかけとなる講習会を行うことを目的とした。また、設計者等の育成が CLT の

実需に効果的に結び付くよう、併せて必要な普及・啓発活動も行った。 

 

１．３ 実施概要 

（１）CLT建築物の設計者向け講習会の開催 

  全国 9 会場にて、CLT の概要から CLT パネル工法ルート 1 において意匠面に関係する構造計

算や仕様、CLT および CLT 建築物の各種性能や施工等を学ぶ講習会を開催した。 

（２）構造標準仕様書の作成 

  国交告第 1024 号や CLT の JAS 規格の改正を受け、仕様書に反映すべき内容が明らかになっ

てきており、設計実務者からの要望も強い仕様書を作成した。 

（３）CLTアイディアコンテスト 2019の開催 

 本年度で 5 回目の開催となるこのコンテストに設計部門を設け作品を募集し、CLT への関心を

高めた。募集した作品から、有識者を中心とする審査員により授賞作品（農林水産大臣賞等）を

決定した。併せてアイディア部門も開催した。 

（４）CLTを用いた建築物の設計施工マニュアルの整備 

 「2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」等について、告示改正等の最新の技

術的知見の反映を図った。 

 

なお、各取り組みにおける詳細は以降の章に示す。 
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２．CLT建築物の設計者向け講習会の開催 

２．１ 目的と実施内容 

 本事業では CLT の需要拡大に必要な設計等を育成するための講習会を全国 9 会場で実施した。講

習会での実施内容やテキストの検討、会場・講師等の選定にあたっては、検討委員会とワーキンググ

ループを設け、有識者および実務者の意見を得ながら進めた。 

 

２．２ 委員名簿 

 

 

検討委員会 委員名簿 

（順不同） 

委員長    有馬 孝禮    東京大学 名誉教授 

委 員     金子 弘    （公財）日本住宅・木材技術センター 専務理事 

菊地 良一    （公社）日本建築家協会 参与 

木村 行道    （公社）日本建築士会連合会 常務理事 

行 政  林野庁林政部木材産業課 

事務局  （一社）日本 CLT 協会 

 

 

作業部会（WG） 委員名簿 

（順不同） 

作業部会長  青木 謙治 東京大学 准教授  

委 員     加納 英範 （特非）建築技術支援協会 

  栗原 潤一 （株）ミサワホーム総合研究所 技監 

鈴木 秀治 （特非）建築技術支援協会 

中越 隆道 中越建築設計事務所 代表 

宮崎 淳  （株）日本設計 技術管理部 シニアマネージャー 

山辺 豊彦 （有）山辺構造設計事務所 代表 

  渡邉 須美樹 （株）木構研 代表 

行 政  林野庁林政部木材産業課 

事務局  （一社）日本 CLT 協会 
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２．３ 講習会の検討および実施 

 委員会での議論を踏まえて WG で具体の検討を進め、講習会テキストを以下の内容で作成した。 

 

２．３．１ 対象者 

 主に意匠設計者を対象とし、これから CLT の使用を検討する方や実際に CLT を活用した設計予定

のある方等の参加も広く受け付けた。 

 

２．３．２ ゴール 

 ①CLT の概要や最新情報について、②CLT パネル工法の構造計算方法のうち意匠設計のプランニ

ングに関わる内容について、③CLT 建築物の各種性能（耐久性、断熱性、遮音等）や防耐火仕様のほ

か施工等についての 3点を理解してもらい、今後のCLT建築物の実物件に繋げることを目標とした。 

 

２．３．３ 講義の時間数 

 昨年度の講習会が、1 日半の講習時間だったところ、「長い」と感じる受講者の声が一部あったので、

本年度は半日（4 時間）の講習時間とした。 

 

２．３．４ テキストの構成・編集方針 

講習時間の短縮に伴い、テキストの見直しも行った。昨年度のテキストは、3 部構成となっており、

主となるテキスト 1 部と適宜参照するテキスト 2 部を行き来しながらの説明だったことで、受講者の

手元が煩雑になっていた。そこで、本年度は、講習内容ごとにテキストを 3 部に分冊し、一つのテキ

ストに集中できる構成に編集し直した。なお、テキストの全文は巻末の参考資料に示す。 

 

２．４ 講師  

２．４．１ 講師の選定 

委員会および WG にて検討のうえ講師候補を選出し、講習会場ごとに依頼した。なお、講師ごとの

説明内容を平準化するため、初回の講習会を録画し全講師で共有を図った。 

 

２．４．２ 講師一覧 

 実際に担当した講師は次の表の通りである。 

 

表１ 講師一覧 

担当内容 講師名（敬称略、（ ）内は所属） 

１．概要・最新情報 天沼 千亜希（日本 CLT協会） 

森田 聖（日本 CLT協会） 

２．構造計算 中越 隆道（中越建築設計事務所） 

３．性能・防耐火・施工 加納 英範（建築技術支援協会） 

河合 誠（日本 CLT協会） 

栗原 潤一（ミサワホーム総合研究所） 
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２．５ 講習会の開催 

２．５．１ 「CLT設計者向け実務講習会」概要 

 講習会の開催地は、全国各地をカバーし、地方在住の設計者等でも参加しやすくなるよう割り振っ

た。また、建築技術支援協会が主催する「デベロッパー（開発者等）のための CLT 講習会」におい

て実施される CLT 建築物の見学会等へ招待することで、他の事業との有機的連携を図った。さらに、

仙台会場では宮城県 CLT 等普及推進協議会、沖縄会場では琉球大学工学部建築学コースに共催とし

て実施協力いただいた。なお、東京会場で予定していたグラーツ工科大学のゲルハルト・シックホー

ファー教授による講演会は、新型コロナウイルス感染症の影響により来日が困難となり中止し、講習

会のみの実施となった。 

 その他、講習会の概要は以下の通りである。 

  

CLT設計者向け実務講習会 概要 

開催回数：9 回 

開催期間：2019 年 9 月～2020 年 2 月 

開催会場：会場名の後の（）内は開催日をあらわす。 

①旭川会場（9/30） 

北海道立総合研究機構森林研究本部 林産試験場 講堂（北海道旭川市西神楽 1 線 10 号） 

②仙台会場（9/18） 

TKP 仙台カンファレンスセンター ホール 2A（宮城県仙台市青葉区花京院 1-2-3） 

③東京会場（2/19） 

秋葉原 UDX 4F ギャラリー Type S（東京都千代田区外神田 4-14-1） 

④名古屋会場（11/1） 

ウィンクあいち 中会議室 1102（愛知県名古屋市中村区名駅 4 丁目 4-38） 

⑤大阪会場（9/9） 

新梅田研修センター 本館 9F 905 号（大阪府大阪市福島区福島 6-22-20） 

⑥神戸会場（10/16） 

神戸国際会館 901・902（兵庫県神戸市中央区御幸通 8-1-6） 

⑦松山会場（10/21） 

TKP 松山カンファレンスセンター フェスタ（愛媛県松山市大手町 1-10-10） 

⑧熊本会場（11/7） 

熊本県立農業大学校 研修交流館 会議室 2（熊本県合志市栄 3805） 

⑨沖縄会場（12/13） 

琉球大学 研究者交流施設 50 周年記念館 1F 多目的室（沖縄県中頭郡西原町字千原 1 番地） 

主 催：（一社）日本 CLT協会 

事 務 局：イントラスト（株） 

定 員：各 50 名（東京会場のみ 150 名） 

受 講 料：無料 

テキスト：本講習会用に作成したテキスト 3部、実務者のための CLT建築物設計の手引き 

CPD 認定：4 単位 
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時 間 割： 

   13:00   開始   

 13:00～13:05（005 分） 事務連絡   

 13:05～13:55（050 分） 1．概要・最新情報   

 13:55～14:05（010 分） 休憩   

 14:05～15:30（085 分） 2．構造計算   

 15:30～15:45（015 分） 休憩   

 15:45～17:30（105 分） 3．性能・防耐火・施工   

     17:30  終了 

 

 会場ごとに担当した講師は次の表の通りである。 

 

表２ 会場ごとの講師一覧 

 1．概要・最新情報 2．構造計算 3．性能・防耐火・施工 

旭川会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

加納英範 

（建築技術支援協会） 

仙台会場 天沼千亜希 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

加納英範 

（建築技術支援協会） 

東京会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

栗原潤一 

（ミサワホーム総合研究所） 

名古屋会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

栗原潤一 

（ミサワホーム総合研究所） 

大阪会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

河合誠 

（日本 CLT協会） 

神戸会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

河合誠 

（日本 CLT協会） 

松山会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

栗原潤一 

（ミサワホーム総合研究所） 

熊本会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

栗原潤一 

（ミサワホーム総合研究所） 

沖縄会場 森田聖 

（日本 CLT協会） 

中越隆道 

（中越建築設計事務所） 

河合誠 

（日本 CLT協会） 
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２．５．２ 講習会の様子 

 各会場での講習会の様子を記す。 

 

 

写真１ 会場の様子（東京会場） 

 

 

写真３ 天沼講師の説明（仙台会場） 

 

 

写真５ 河合講師の説明（松山会場） 

 

 

 

 

 

 

写真２ 森田講師の説明（沖縄会場） 

 

 

写真４ 中越講師の説明（大阪会場） 

 

 

写真６ 加納講師の説明（旭川会場） 
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写真７ 栗原講師の説明（名古屋会場） 

 

 

 

写真９ 持帰り用の参考図書（全会場共通） 

 

写真８ 説明に用いた CLTサンプルとχマーク

表示金物（全会場共通） 

 

 

写真１０ 販売図書の展示（全会場共通）

 

２．５．３ 参加者数 

 各会場の参加者数は次の表の通りである。大都市部を中心に多くの参加があったが、地方の参加者

数が若干伸び悩んだ背景には、会場への交通アクセス等が考えられる。また、東京会場では満席だっ

たものの欠席者が多くなったのは、新型コロナウイルス感染症の影響が考えられる。 

 

表３ 会場ごとの参加者一覧 

 会場名 申込数 参加数  会場名 申込数 参加数 

1 旭川会場 49 43 6 神戸会場 45 39 

2 仙台会場 50 43 7 松山会場 34 31 

3 東京会場 140 87 8 熊本会場 35 29 

4 名古屋会場 53 42 9 沖縄会場 30 23 

5 大阪会場 63 56  合計 499 393 
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２．６ アンケート結果 

２．６．１ 回答状況 

 各会場の参加者数とアンケート回答者数は、次の表の通りである。 

 

表４ 講習会参加者数とアンケート回答者数 

 旭川 仙台 東京 名古

屋 

大阪 神戸 松山 熊本 沖縄 計 回答 

率 

参加 

者数 

43 43 87 42 56 39 31 29 23 393 

80.9% 
回答 

者数 

29 35 68 41 45 38 24 24 14 318 

 

 

２．６．２ 回答内容 

 アンケートの集計結果を以下に記す。 

 

（１）本講習会を受講した理由 

a) CLTを使った手物の設計予定がある   46 

b) 設計の予定はないが今後設計したい  114 

c) CLTに関する情報が欲しい   175 

d) その他      13 

 

（２）本講習会をどうやって知りましたか？ 

a) インターネット（日本 CLT協会 HP）     106 

b) インターネット（上記以外）        60 

c) 日本 CLT協会メールマガジン      52 

d) その他         96 

 

（３）CLTに関連してどのような情報や講習会・イベントがあるとよいですか？（複数回答可） 

a) 構造に関する情報    195 

b) 意匠に関する情報    136 

c) 工法に関する情報    176 

d) 見学会     162 

e) その他       23 
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（４）回答者について 

普段の業務（複数回答可） 

a) 意匠設計   153 

b) 構造設計    95 

c) その他    86 

 

設計されている方の場合、 

（５）設計経験年数 

a) 1～10年    77 

b) 11～30年   101 

c) 49年～    40 

 

（６）普段設計している建物（複数回答可） 

a) 在来木造   167 

b) 2×4     45 

c) 中・大規模木造   65 

d) S造    148 

e) RC造   139 

 

表５ （４）と（６）の回答内訳 

  
小規模木

造のみ 
木造全般 

小規模木

造＋S・RC 

木造全般 

＋S・RC 
Sのみ 

RC 

のみ 
S＋RC 合計 

意匠 36 6 36 22 12 8 17 137 

構造 8 10 14 15 3 3 24 77 

その他 19 9 5 1 1 4 6 45 

合計 88 93 78 259 

※1 小規模木造のみ・・・（６）で a)または b)を回答した場合（両方選択した場合を含む） 

※2 木造全般・・・（６）で c）を含む a)または b)を回答した場合（両方選択した場合を含む） 

 

今回の講習会について、 

（７）全体の講習時間はいかがでしたか？ 

a) ちょうどよかった   227 

b) 短かった      6 

c) 少し短かった     10 

d) 少し長かった     65 

e) 長かった      5 
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（８）それぞれの内容についていかがでしたか？ 

  概要・最新情報 

a) 理解しやすかった    163 

b) まあ理解できた    149 

c) わからないところがあった     9 

d) わかりにくかった      0 

 

  構造計算 

a) 理解しやすかった    133 

b) まあ理解できた    131 

c) わからないところがあった    36 

d) わかりにくかった      5 

 

性能・防耐火・施工 

a) 理解しやすかった     99 

b) まあ理解できた    155 

c) わからないところがあった    20 

d) わかりにくかった      6 

 

（９）（８）で「わからないところがあった」、「わかりにくかった」とお答えになった方は、どの

あたりをそう感じましたか？ 

・ 全体スピードが飛ばし気味。 

・ ルート 1の計算は実際してみないとわからないので現段階では未知数な為。 

・ 一般的な話が多く、CLT建物との具体的事例がなく特に大事になるポイントがわかりにくい。 

・ 他工法との違いが多く感じられ、設備スペース、配管の納りがわからなかった。 

 

（１０）本講習会についてのご意見・ご感想を自由にお書きください 

・ 資料がとても充実していて良かったです。 

・ 設計の講習やセミナーを聞いていますが、工事監理のセミナーをしていただきたい。 

・ 半日では足りない。分けて詳細なセミナー講習など行ってほしい。 

・ CLTに関して理解を深める事が出来た。応用編のセミナーがあれば、参加したい。 

・ 4 年程前に CLT に初めて接したが今回参加して非常に興味深く聞き入った。今後突っ込んでやっ

てみたい。 

・ CLT知識を広めるためには、効果的だと思うので、これからも積極的に開催して頂きたい。 

・ 概要はもう少し手短でも良かった。構造が意匠へ与える影響をもっと時間をかけて欲しかった。 

・ 他のハード面の理由からデザインに与える影響も知りたい。 

・ 構造計算の内容をより深く理解できる講習会。特にルート 3の計算方法について開催してほしいで

す。 

・ 大規模の建物での性能確保のための納まりを知りたい。 
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２．７ 今後の課題 

上記アンケートをふまえて委員会・WG にて議論したところ、以下の点が今後の課題として挙がっ

た。 

 

（１） 開催場所について 

・ 地方の場合は車移動が多いと考えられるから、中心駅近くでの開催に拘らず、駐車場が完備

された会場を選定する方がよい。 

 

（２） 概要・最新情報の内容について 

・ 世界的に地球温暖化問題への関心が高まっているため、木を使うことによる炭素固定効果を

正しく伝える必要がある。 

 

（３） 構造計算の内容について 

・ CLT パネル工法の説明のみでなく、木造軸組み構法等の他構法との混構造や部分使いの説

明も必要である。 

 

（４） 性能・防耐火・施工の内容について 

・ CLT 建築物に限らない木造共通の内容が多いことから、より CLT に特化した説明をすべき

でる。ただし、これまで木造経験のない S 造・RC 造経験者が受講者の約 3 割を占めるため、

巻末に参考図書一覧を設ける等配慮が必要である。 
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３．構造標準仕様書の作成 

３．１ 作成の経緯と使途 

 平 13 国交告第 1024 号の改正、直交集成板の JAS 規格改正などにより、ルート 1 用の仕様書を作

成すべき時期が到来していた。作成にあたっては、日本 CLT 協会の設計 WG の協力を受けた。作成

した仕様書は、設計者向け実務講習会のテキストに反映し、広く周知をはかった。 

成果物の仕様書を以下に示す（日本 CLT 協会のウェブサイト上でも公開予定）。 

 

 

図１ ルート 1用の構造標準仕様書 
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４．CLTアイディアコンテスト 2019の開催 

４．１ 目的 

 CLT は、これまで木材があまり使われてこなかった非住宅や中・大規模建築物を中心に利用がひろ

がっている。CLT の活用は、木材が持つ断熱性・調湿性による建築物の省エネ・省 CO2 化など、人

や環境にやさしい都市づくりの面でも効果が期待されている。また、林業及び木材産業の成長産業化

による地方の持続的な産業育成と雇用確保を通して、地方創生の実現に寄与するものとしての関心も

高まっている。しかし、実現するためには構造性能のみならず、耐久性や防火性、遮音性、温熱環境

など様々な検討が必要であり、それらに準拠する技術的根拠や規準の整備が十分とはいえない。 

 そこで、当協会が主催し、5 回目となる「CLT アイディアコンテスト 2019」に「アイディア部門」

と昨年に続き「設計部門」を設け、CLT の様々な利用方法の可能性を見出し、これを普及・活用促進

する機会となるよう CLT を使用した未来の風景を幅広い視点から募集するアイディアコンテストを

実施した。 

 

４．２ 募集部門 

 今回募集した部門は下記の 2 部門である。 

（１）設 計 部 門・・・設計実務者や建築系学生を対象に、テーマを設けてアイディアを募集。 

（２）アイディア部門・・・設計実務者に対象を限らず、テーマを設けてアイディアを募集。 

 

 

 

図２ コンテストのポスター（両面） 
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４．３ 設計部門の募集内容 

（以下、募集内容より抜粋） 

 

４．３．１ 募集作品 

テーマは、「環境に配慮したパビリオン」です。本コンテストが対象とするパビリオンは、2025 年

に開催される大阪・関西万博のための展示館等の建物です。この万博のテーマは、「いのち輝く未来

社会のデザイン」であり、新しい木質建材である CLT とも非常に高い親和性があります。これまで

も、万博をきっかけとして、生活を便利にする新技術や商品がたくさん生まれました。大阪・関西万

博のパビリオンに CLT が使われることで、これからの私たちの社会が豊かになるような提案を募集

します。 

 

４．３．２ 審査基準 

 本コンテストの趣旨を踏まえ、以下の項目を審査基準とした。 

① 技術的課題に対する具体的かつ効果的な提案が含まれているもの 

② CLT が使われている理由が明確かつ普及効果があるもの 

③ 林業・木材産業の振興に資するもの 

④ CLT を使用した工法の新たな技術開発に資するもの 

⑤ 建物の建築および使用等における環境配慮がされているもの 

  

４．３．３ 審査委員 

 審査委員は三井所清典 芝浦工業大学名誉教授を委員長とし、都市計画、構造・工法、防耐火、環

境・省エネ等、建築に精通する学識経験者および実務経験者等で構成した。以下に審査委員を記す。 

 

 審査委員長  三井所 清典 芝浦工業大学 名誉教授 

 審査委員  坂本 雄三  東京大学 名誉教授 

    腰原 幹雄  東京大学生産技術研究所 教授 

    安井 昇   桜設計集団一級建築士事務所 代表 

    原田 真宏   芝浦工業大学 教授 

 

４．３．４ 募集規定 

（１）応募資格 

 ・設計の実務経験者、建築を学ぶ学生（大学生、大学院生、専門学校生など） 

 ・年齢不問。CLT 設計の実績の有無は不問 

 ・複数名によるチームでの参加も可能（企業としての参加も可能） 

 

（２）テーマ： 環境に配慮したパビリオン 

・本コンテストにおけるパビリオンは、建築基準法第 2 条第二号に定める特殊建築物（集会場 

または展示場）とします。パビリオンの設計のためには、構造、意匠、設備、性能（防耐火、 

遮音、温熱、施工など）上、解決すべき様々な課題があります。これらの課題にたいする提 
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案を含んだ内容としてください。 

・工法・構造に関しては、鉄筋コンクリートや鉄骨、CLT 以外の木質材料など、他の材料・工 

法と組み合わせて CLT を部分的に利用する提案も広く受け付けます。 

・防耐火に関しては、構造は「準耐火建築物」、地域は「その他（22 条地域）」に限るものと 

します。防耐火や特殊建築物の用途に応じた関係法令等をふまえて応募してください。また、 

告示を超えた大臣認定の取得を想定した提案の場合は、その意図が分かるよう表現してくだ 

さい。 

・環境配慮に関しては、建物の省エネルギー化や低炭素化はもちろんのこと、万博終了後の解 

体・移設や再利用方法等にも広く意識してください。 

・SDGs（持続可能な開発目標）の 17 項目のうち、特に CLT の活用と関連が深いのは、11「住 

み続けられるまちづくりを」、13「気候変動に具体的な対策を」、15「陸の豊かさも守ろう」 

などです。 

 

（３）募集期間 

   2019 年 8 月～2019 年 11 月末（専用 HP 上で受付） 

 

（４）応募方法 

   作品は A2（420×594mm）横使い 2 枚以内とし、PDF データ応募を受け付けた。 

（応募データ） 

・図面、パース、ドローイング、CG、模型写真など表現方法や書式は自由 

・文字の大きさは 14 ポイント以上 

・データ容量は最大 20ＭＢまで 

・文字データはフォント埋め込みすること 

（応募点数）  

・応募者 1 名もしくは 1 グループにつき 1 点 

（応募上の注意） 

・応募作品の中には、個人・団体等を特定する記載はしないこと 

・応募データには作品以外のものが一緒に入らないように、また、天地が逆にならないよう

応募すること 

 

４．３．５ 表彰 

優秀賞： 3 点（農林水産大臣賞／国土交通大臣賞／環境大臣賞 各 1 点ずつ） 

副賞として賞金 50 万円 

  学生賞： 1 点程度 

 

 なお、応募作品については、日本 CLT 協会がおこなう広告、出版物、ホームページ、イベントの

展示などに使用することができる。 
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４．４ 設計部門の審査および結果 

４．４．１ 審査会について 

合計で 39 作品の応募があった。このうち、台湾において本コンテストを紹介する機会があったと

ころ、台湾を中心とする海外からの応募が 25 作品の応募があった。この 25 作品については、台湾に

おいて予備審査を行い、4 作品について日本語訳とともに推薦作品として取りまとめられた。 

審査会ではまず各審査員が応募作品を確認した後に候補作品を 5 点ずつの投票を行った。その後、

審査委員が各作品の感想を述べつつ、評価できる点や懸念する部分について協議した。議論が尽くさ

れた時点で優秀賞 3 点の決定を行った。   

優秀賞に至らなかった作品についても、優れた提案があったため、協議のうえ「日本 CLT 協会賞」

を追加し、授与することした。受賞作品は以下の表の通りである。 

なお、本コンテストの結果や提案作品は日本 CLT協会のホームページでの公開、冊子を作成して配

布するなど周知を行った。 

 

表６ CLTアイディアコンテスト 2019 設計部門 受賞作品／受賞者 

賞 （上段）作品タイトル／（下段）チーム・所属・応募者名 

優 

秀 

賞 

農林水産大臣賞 CLT のこもれび降るもり 

mimoa 森安洋幸／水野貴之 

国土交通大臣賞 CWT 

山口陽司／峰岸渉／廣瀬夏美／荻野翔馬／古田馨梨（(株)大林組 中高層

木造チーム） 

環境大臣賞 CLT Web with Nature Drops|多孔質な空隙が多様な自然環境を纏う 

井上桂輔／大浦理路／中尾寿利／差尾孝裕／下西智也／加登美喜子

（(株)日建設計） 

特 

別 

賞 

日本 CLT協会賞 x-CLTハイブリッドパネルによる循環型 CLT建築 

奥本卓也 

CLT-Geometric-Dome 

久木元大貴／室町瑛人（戸田建設(株)） 

COME FROM THE LAND 

陳 韻愉／陳冠帆／吳蓓倫（原型結構工程顧問有限公司） 

FOLDING SHELL 

林琬晴（國立成功大學・PROTOTYPE STUDIO）／黃敬棠／江垣易（PROTOTYPE 

STUDIO） 

学 

生 

賞 

日本 CLT協会賞 Demolition Forest 

嵐陽向（早稲田大学大学院） 

継承する大屋根 

西広燿／立川紀子（武庫川女子大学大学院） 
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４．４．２ 各受賞作品について 

優秀賞 農林水産大臣賞   CLT のこもれび降るもり 

mimoa 森安 洋幸／水野 貴之 

 

 

 

現しで仕上げているため、天井、壁の内装仕上げが不要となる長所を併せ持つ CLT の特性を活か

した、光環境の変化が楽しめる作品。中をくり抜くという今までにない方法での造形が高く評価され、

農林水産大臣賞の受賞となった。 

審査委員からは「山型の造形は光の落ち方がさまざまで、空間的にもよい。」「大判のパネルを並べ

た構造で、木材利用量が見込める。」「ただ納まりと設備面についてもう少し説明があると更によかっ

た。」とのコメントがあった。  



18 

優秀賞 国土交通大臣賞 CWT 

山口 陽司／峰岸 渉／廣瀬 夏美／荻野 翔馬／古田 馨梨（(株)大林組 中高層木造チーム） 

 

 

 

当初、最も審査委員の票が入った作品。国産スギ材の CLT パネルを使用し、樹木をモチーフとし

て設計された作品。CLT の特性をよく理解し、パビリオンとして楽しい風景を生んでいる点などが評

価され、国土交通大臣賞の受賞となった。 

審査委員からは「合理的に国産材を使用している。燃えどまり層が考えやすいため耐火構造への展

開がしやすい。」「架構は単純だができあがったものは複雑にできていて、構造に効きやすいのはよい

と思いました。」とのコメントがあった。 
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優秀賞 環境大臣賞  CLT Web with Nature Drops|多孔質な空隙が多様な自然環境を纏う  

井上 桂輔／大浦 理路／中尾 寿利／差尾 孝裕／下西 智也／加登 美喜子（(株)日建設計） 

 

 

 

HP シェルを連続的に上下に補完させながら配置し、無柱空間を実現した作品。屋上緑化を用い、

環境工学にトライしている点が評価され、環境大臣賞の受賞となった。 

審査委員からは「一般集成材だと裂けてしまうが、CLT だからできるジョイントの作り方をしてい

るのはよかった。」「市松柄の天井にしているのは構造上好ましい。」とのコメントがあった。 
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特別賞 日本 CLT 協会賞  x-CLT ハイブリッドパネルによる循環型 CLT 建築 

奥本 卓也 

 

 

 

万博終了後の再利用を容易とする乾式工法の使用を検討した作品。海外ラミナの使用が注目され、

再利用について最も注意を払っている点で評価され特別賞 日本 CLT 協会賞の受賞となった。 

審査委員からは「現材に大きく手を入れないで利用できるのはアイディアがよかった」「再利用す

るときに使いたい材を貼るという点も面白い。」とのコメントがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

特別賞 日本 CLT 協会賞  CLT-Geometric-Dome 

久木元 大貴／室町 瑛人（戸田建設(株)） 

 

 

 

三角ユニット部材を基準に構成されたドーム型の展示場、ホワイエなどからなる作品。天井が高く、

耐火建築物への転換ができるという点で評価された。 

審査委員からは「木造として迫力がある。」「リブ型は集成材の方が効率がいいはず。ユニットを決

めて厚みを変えていくなど、ライズが取れていればアーチ以外の選択がある。」とのコメントがあっ

た。 
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特別賞 日本 CLT 協会賞  COME FROM THE LAND 

陳 韻愉／陳冠帆／吳蓓倫（原型結構工程顧問有限公司） 

 

 

 

丘の上に、海への通り道を作った作品。万博期間はパビリオンになると同時に、海上からの来客の

出入り口にもなる機能を持つ。解体と防災機能の対応を提案していて、将来性があるという点で評価

された。 

審査委員からは「美しい造形。」「発展させれば構造は持つが、アンカー側の負担が多く、CLT で作

る合理性の説明があればさらに良かった。」とのコメントがあった。 
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特別賞 日本 CLT 協会賞  FOLDING SHELL 

林 琬晴（國立成功大學・PROTOTYPE STUDIO）／黃敬棠／江垣易（PROTOTYPE STUDIO） 

 

 

 

平面の CLT パネルをアーチ状に曲げ、板材を最も効率的に応力伝達させ、大スパンの木構造を実

現させた作品。シェル形態を折ることと引張ることの両者の加力によって作っているので、空間の開

放性や包まれている程度がコントロールできるのが特徴。将来性があるという点で評価された。 

審査委員からは「構造システムの説明に単位がないので分からないが、日本では成り立たないかも

しれません。」「パースでは滑らかに表現されているが、実際は難しいかもしれないが提案として面白

いと思います。」とのコメントがあった。 
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学生賞 日本 CLT 協会賞 Demolition Forest 

嵐 陽向（早稲田大学大学院） 

 

 

 

CLT の簡易施工性を利用した構造躯体で、使用するイベントの規模に合わせてパビリオンが変幻自

在な作品。 

審査委員からは「屋根の線の掛け方、円弧の重なりがよい。遠くから見て面白いなと思う造形」「く

りぬいた残りを面白く使っていればさらによかった。少し材を無駄にしていると思います。」とのコ

メントがあった。  
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学生賞 日本 CLT 協会賞 継承する大屋根 

西 広燿／立川 紀子（武庫川女子大学大学院） 

 

 

 

線材として集成材、面材として CLT を用いたハイブリッドによる大空間を実現させた作品。展示

場としての使用に現実的だという点で評価された。 

審査委員からは「梁は点で接しているため、鋼材の温度が上がると屋根が下がっていくかもしれな

いことが課題。」とのコメントがあった。  



26 

４．５ アイディア部門の募集内容 

（以下、募集内容より抜粋） 

 

４．５．１ 募集作品 

テーマは、「変わる/変える（CHANGE）」です。CLT を何かの施設やモノに当てはめる、あるいは

別の素材で作られていたモノを CLT で置き換えてみる、というアイディアを一歩進め、世の中にな

んらかの変化（CHANGE）をもたらす提案を募集します。 

テーマとなる「変化」には、ひとくちに言ってもいろいろあります。インパクトの大きな変化、小

さな改良、ゆっくりと時間をかけた遷移・・・。「CHANGE」を意識した提案であれば、スケール、

スピード、インパクトはどのようなアイディアでも歓迎します。過去の応募作品にも目を配りつつ、

世の中を大きく（小さく）変える（かもしれない）斬新で深いアイディアを、どうぞお寄せください。 

CLT を使う必要性や意義が、ことばや絵から伝わる提案と出会えることを楽しみにしています。 

  

４．５．２ 審査委員 

 審査委員は、淺井愼平氏と涌井史郎氏が 2015 年当初から当部門の審査委員をつとめており、本年

度は建築家である新居千秋氏にもつとめていただいた。 

 

 審査委員  淺井 愼平  写真家 

    涌井 史郎  造園家 

    新居 千秋   建築家 

     

４．５．３ 募集規定 

（１）応募資格 

 ・制限なし 

 

（２）募集期間 

   2019 年 8 月～2019 年 11 月末（専用 HP 上で受付） 

 

（３）応募方法 

   作品は A3 用紙 1 枚とし、PDF もしくは JPG データ応募を受け付けた。 

（応募データ） 

・図面、パース、ドローイング、CG、模型写真など表現方法や書式は自由 

・JPG の場合、解像度は 350dpi 

・文字データはフォント埋め込みすること 

（応募点数）  

・制限なし 

（応募上の注意） 

・応募作品の中には、個人・団体等を特定する記載はしないこと 

・応募データには作品以外のものが一緒に入らないように、また、天地が逆にならないよう
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応募すること 

 

４．５．４ 表彰 

優 秀 賞：1 点。副賞として、旅行券 10 万円分 

  審査員賞：3 点。副賞として、ホテルペア宿泊券と旅行券（3 万円分） 

  

なお、応募作品については、日本 CLT 協会がおこなう広告、出版物、ホームページ、イベントの

展示などに使用することができる。 

 

４．６ アイディア部門の審査および結果 

４．６．１ 審査会について 

合計で８０作品の応募があった。このうち、台湾において本コンテストを紹介する機会があったと

ころ、台湾を中心とする海外からの応募が 30 作品の応募があった。この 30 作品については、台湾に

おいて予備審査を行い、4 作品について日本語訳とともに推薦作品として取りまとめられた。 

審査会では、浅井審査委員と新居審査委員により各作品の感想を述べつつ、評価できる点や懸念す

る部分について協議した。涌井審査委員は、審査会日の都合がつかず事前に各作品についてのヒアリ

ングを事務局にて行ったうえで審査会を開催した。議論が尽くされた時点で最優秀賞を決定した。さ

らに、各審査員が 1 点ずつ審査員賞を決定した。涌井審査委員には審査会の場で電話を行い、合意を

得た。受賞に至らなかった作品についても、優れた提案があったため、協議のうえ「日本 CLT 協会

賞」を追加し、授与することした。受賞作品は以下の表の通りである。 

なお、本コンテストの結果や提案作品は日本 CLT協会のホームページでの公開、冊子を作成して配

布するなど周知を行った。 

 

表７ CLTアイディアコンテスト 2019 アイディア部門 受賞作品／受賞者 

賞 （上段）作品タイトル／（下段）チーム・所属・応募者名 

最優秀賞 RcCLT-老朽化した団地のコンクリートを CLTで補う- 

山本壮一郎／住吉文登／篠原健（日本大学大学院） 

審査委員賞 再編する縁 

﨑山涼 

Change Slum Change Community スラムのデザイン 

ドゥンプッターン・パッチャラポーン（佐賀大学大学院） 

久世川水岸再生計畫 

呉家宏（冨田構造設計事務所） 

特別賞 

日本 CLT協会賞 

「City-cycle Legacy by Timber.」 

宮口直大 

 

 

 



28 

４．６．２ 各受賞作品について 

優秀賞   RcCLT-老朽化した団地のコンクリートを CLT で補う- 

山本 壮一郎／住吉 文登／篠原 健（日本大学大学院）  

 

 

 

 老朽化した団地の空き室を解体し、床壁を厚さ 200mm の分厚い CLT に換装することでコミュニ

ティを促す大空間を作るという作品。価値のある提案として評価され、最優秀賞の受賞となった。 

審査委員からは「リアリティがある案。CLT を使った空間の構成がよい。」「ぱっと見ありきたりな

案にも見えるが、今回最も丁寧に設計された作品だと思う。」とのコメントがあった。 
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審査委員賞  再編する縁 

﨑山 涼  

 

 

 

 組梁の繊細さ、あるいは丸太等の自然木が作り出す空間を CLT で置き換えるという発展性が評価

された。 

審査委員からは「昔の長屋のような情感が素晴らしい。」「かつて人が住んでいた集落の持っていた

暖かさを再現できるのはよい。」とのコメントがあった。 
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審査委員賞  Change Slum Change Community スラムのデザイン 

ドゥンプッターン パッチャラポーン（佐賀大学大学院）  

 

 

 

実現可能性があり、価値のある提案として評価された。 

審査委員からは「SDGs に対応していてよいと思う。」「風の流れについて提案している。環境やエ

ネルギーについて考えているのは好ましい。」とのコメントがあった。 
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審査委員賞  久世川水岸再生計畫 

呉 家宏（冨田構造設計事務所）  

 

 

 

エリアを繋ぐなど情緒がある点が評価された。 

審査委員からは「造形にオリジナリティがある。」「この作品のように、CLT の今後には土木系の発

展を期待したい。」とのコメントがあった。 
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特別賞 日本 CLT 協会賞  「City-cycle Legacy by Timber.」 

宮口 直大  

 

 

 

類型の作品の中では 1 番大胆に CLT を使っている点が評価され、特別賞の受賞となった。 

審査委員からは「まちに違和感を生むかもしれないが、実際に 10 年ぐらい人が通る実験をしてい

くと CLT の可能性として提案できる。」「社会性があり、温暖化対策にもなるのでは。」とのコメント

があった。 
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４．７ 表彰式 

2020 年 3 月 4 日に表彰式を開催予定であったが、政府の新型コロナウイルス感染症対策本部等の

イベント自粛要請等を受け、延期となった。今後、新型コロナウイルス感染症等の状況に鑑み、改め

て実施予定である。 

 

４．８ 冊子やホームページでの作品の公表 

受賞作品と応募作品をまとめた冊子を作成した。冊子は応募者への配布や、イベント等での配布を

することにより、本コンテストの認知向上や CLTへの理解を高めることに役立てることとしている。 

また、ホームページでも結果を公表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ホームページでの結果発表 

 

４．９ まとめ 

設計部門の応募者は、幅広い層からの応募があり、CLT 利用の裾野の広がりを感じさせるものだっ

た。また、作品の質自体も非常に現実性の高いものとなっており、CLT の使い方が正しく理解されて

いるのがうかがえた。アイディア部門については、初めてテーマを設けたところ、昨年度比で応募数

が倍増させることができた。テーマを設けたことで、過去の応募作品との内容重複やマンネリ化等を

避けることができ、新たな提案が数多く提出された。 

さらに、当協会で行う輸出検討事業を中心に、台湾においてコンテストの告知等を行ったことによ

り、台湾を中心とした海外から多数の応募があった。コンテストの募集や告知については、今後とも

広く展開していきたい。 
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５．「令和元年度実施 CLT関連林野庁事業成果報告会」の開催 

 林野庁委託・補助事業において、令和元年度に取り組まれた CLT 関連事業の成果を共有し、取

り組み状況などの情報を発信する報告会を 2020 年 3 月 4 日に開催予定であったが、政府の新型コロ

ナウイルス感染症対策本部等のイベント自粛要請等を受け、延期となった。 

今後、新型コロナウイルス感染症等の状況に鑑み、改めて実施予定である。 

 

 

 

図４ 3月 4日に開催予定だったプログラム 
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６．CLTを用いた建築物の設計施工マニュアルの整備 

６．１ 目的 

 「2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」（以下、「設計施工マニュアル」という。）

及び「2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書」については、最新の技術的知見を反映し、整備

していく必要がある。 

 平成 30 年度の CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着事業における「CLT パネル工法におけ

る架構方法の合理化と構造モデルの簡略化検討」（事業主体：株式会社日本システム設計）において、

ルート 2、ルート 3 の構造計算に用いる構造モデルを対象として、構造モデルを簡略化するためのい

くつかの架構方法の合理化の提案及び壁 CLT パネル端接合部に MS（Multiple Spring）要素を適用

した「MS モデル」の提案が行われた。この MS モデルは現行のフレームモデルと比べて節点数・要

素数が大幅に減少しており、構造計算工数の軽減に寄与するものと期待できる。 

 また、平成 30 年度の CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着委託事業（国による開発）におけ

る「CLT パネル工法の構造計算関係規定の拡充・合理化等検討」では、ルート 1 における耐力壁の水

平耐力の向上や平面的に斜めに配置された耐力壁の許容水平耐力の算出方法、梁を集成材や H 形鋼

とした梁勝ち架構の水平耐力性能等について検討が行われた。 

 本事業では、これらの CLT パネル工法の構造設計に関する最新の技術開発の成果の普及を図るた

め、設計施工マニュアルに反映するとともに、汎用性のあるプランによる構造計算の具体例を示すこ

ととする。 

 

６．２ 実施内容 

（１）CLTパネル工法の構造設計法に関する検討成果の設計施工マニュアルへの反映 

   CLT パネル工法の構造設計法に関して、平成 30 年度に林野庁事業として以下の 2 つの事業が

実施された。 

    ①CLT パネル工法における架構方法の合理化と構造モデルの簡略化検討（平成 30 年度林業

成長産業化総合対策補助事業 CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着事業） 

    ②CLT パネル工法の構造計算関係規定の拡充・合理化検討（平成 30 年度 CLT 等新たな木

質建築部材利用促進・定着委託事業（国による開発）） 

   ①の事業では、設計用構造モデルの簡略化を図るため、MS（Multiple Spring）要素の適用を

主眼として、具体的な構造モデル構成方法の検討と、いくつかの構造実験を踏まえた妥当性検証

が行われた。②の事業では、ルート 1 関係規定の拡充・合理化、架構形式（梁勝ち架構）、解析

モデル簡略化及び材料等の項目について検討が実施された。 

   本事業では、これらの検討成果のうち、CLT 関連告示の改正を要しない次の項目について、設

計施工マニュアルに反映した改訂原稿案を作成した。 

・梁勝ち架構を「垂壁の省略」として標準的架構の一種であることを明確化。構造モデルの設

定方法等について解説を追加。 

・斜め壁の水平耐力評価方法（cosθによる剛性・応力の補正方法）。 

・斜辺支持床版の構造計算方法（有効スパンの設定方法）。 

・2 方向床版の構造計算方法（格子梁モデルによる検定方法）。 
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・標準的モデルに壁エレメントモデルと MS モデルを追加。 

・ルート 1 における耐力壁の水平耐力の検定方法に、壁列脚部の転倒モーメントを基準とする

方法を追加。 

・床全面構造用合板張りによる水平構面仕様の追加。 

改訂原稿案は付録 CD-ROM に収録している。 

 

（２）構造計算例の作成 

   3 階建ての共同住宅のプランを設定し、ルート 1～3 の構造計算例を作成した。（１）で示した

設計施工マニュアルへの反映項目のうち、ルート 1 については壁列脚部の転倒モーメントを基準

とする方法、ルート 2 及びルート 3 については MS モデルの設定方法及び検定方法について詳し

く記載している。対象としたプランは各ルート共通とし、各構造計算ルートにおける検定比の一

覧を掲載している。 

   作成した構造計算例は付録 CD-ROM に収録している。 

 

６．３ 成果物の構成 

付録 CD-ROM に収録した成果物は以下のとおりである。 

  ①CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 第Ⅱ部第 1 章・第Ⅲ部第 1 章～第 8 章 改訂原

稿案 

  ②CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 第Ⅲ部第 9 章 改訂原稿素案 

  ③構造計算例 

 

６．４ 実施体制 

 本事業は、平成 30 年度の CLT 設計施工マニュアル編集委員会の委員を中心とする委員会を設置し

て実施した。また、委員会の下に構造設計小委員会を設け、改訂原稿案と構造設計例の作成を行った。

次頁に委員会名簿を示す。 
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ＣＬＴ設計施工マニュアル編集委員会 名簿 

（順不同、敬称略） 

委員長 坂本 功 東京大学名誉教授 

委員 有馬 孝禮 東京大学名誉教授 

 松留 愼一郎 職業能力開発総合大学校名誉教授 

 安村 基 静岡大学名誉教授 

 河合 直人 工学院大学 建築学部建築学科 教授 

 五十田 博 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 教授 

 腰原 幹雄 東京大学生産技術研究所 教授 

 中島 史郎 宇都宮大学 地域デザイン科学部 建築都市デザイン学科 教授 

 山辺 豊彦 (有)山辺構造設計事務所 代表取締役 

 三宅 辰哉 (株)日本システム設計 代表取締役 

 大村 和香子 (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 木材改質研究領域 領域長 

 宮武 敦 (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 複合材料研究領域 

集成加工担当チーム長 

 槌本 敬大 (国研)建築研究所 材料研究グループ 上席研究員 

福山 洋 国土技術政策総合研究所 建築研究部長 

 成瀬 友宏 国土技術政策総合研究所 建築研究部 防火基準研究室長 

 貞広 修 (一社)日本建築構造技術者協会 

 木林 長仁 (一社)日本建築構造技術者協会 

 海野 令 日本建築行政会議 

 金岡 宏幸 日本建築行政会議 

 佐久間 浩一 日本建築行政会議 

 向井 昭義 (公財)日本住宅・木材技術センター 参与兼試験研究所長 

 飯島 敏夫 (公財)日本住宅・木材技術センター 理事兼認証部長 

行政 齋藤 健一 林野庁木材産業課 木材製品技術室長 

 猪島 明久 林野庁木材産業課 課長補佐 

 三重野 信 農林水産省食料産業局食品製造課基準認証室 課長補佐 

 今村 敬 国土交通省住宅局建築指導課 建築物防災対策室長 

 渡邉 峰樹 国土交通省住宅局建築指導課 企画専門官 

 青木 亮 国土交通省住宅局建築指導課 課長補佐 

 遠山 明 国土交通省住宅局住宅生産課 木造住宅振興室長 

 恵﨑 孝之 国土交通省住宅局住宅生産課 木造住宅振興室 企画専門官 

 宮内 徹 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室 企画専門官 

 蒲谷 俊樹 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課木材利用推進室 課長補佐 

事務局 坂部 芳平 (一社)日本 CLT協会 専務理事 

 中越 隆道 (一社)日本 CLT協会 

 金子 弘 (公財)日本住宅・木材技術センター 専務理事 

 鈴木 圭 (公財)日本住宅・木材技術センター 

 沖本 千枝 (公財)日本住宅・木材技術センター 
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ＣＬＴ設計施工マニュアル編集委員会 

 

構造設計小委員会 名簿 
（順不同、敬称略） 

主査 河合 直人 工学院大学 建築学部建築学科 教授 

委員 五十田 博 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 教授 

 中川 貴文 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 准教授 

 三宅 辰哉 (株)日本システム設計 代表取締役 

 槌本 敬大 (国研)建築研究所 材料研究グループ 上席研究員 

 荒木 康弘 国土技術政策総合研究所 建築研究部 主任研究官 

 貞広 修 (一社)日本建築構造技術者協会 

 鈴木 圭 木構造振興(株) 主任研究員 

事務局 (一社)日本ＣＬＴ協会 

 (公財)日本住宅・木材技術センター 
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巻末資料：「CLT設計者向け実務講習会」テキスト 
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◎CLTパネル工法ルート1の接合部

CLTパネル工法の耐力壁、垂れ壁、腰壁、床版は、
ルート1用の金物で接合する。

公益社団法人日本住宅・木材技術センターが制定した
ルート1用の規格金物

χ（クロス）マーク金物を用いる。

CLTパネル工法技術基準告示第611号の第十のルート1で
規定されている要求性能を満たす金物に該当している。
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設計方法に関わる規定
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